
大
方
工
業
所
、新
社
長
に

大
方
幸
一
郎
氏
昇
格

管
工
事
の
�株
大

方
工
業
所
（
南

区
大
州
二
丁
目

一
五
―
八
）
は
１
月
２９
日
付
で
、
大
方
了

介
社
長
が
会
長
に
、
大
方
幸
一
郎
取
締
役

が
社
長
に
就
任
し
た
。

新
社
長
は
新
会
長
の
お
い
で
、
昭
和
４２

年
９
月
１８
日
生
ま
れ
、
広
島
市
出
身
。
慶

應
義
塾
大
学
商
学
部
卒
。主
要
取
引
先
の
マ

ツ
ダ
に
１
９
９
０
年
か
ら
約
五
年
間
勤
め
、

９
５
年
に
大
方
工
業
所
に
入
社
。２
０
０
０

年
４
月
か
ら
取
締
役
。
同
日
付
で
実
父
の

大
方
幸
三
常
務
は
副
会
長
に
就
任
し
た
。

バ
イ
オ
マ
ス
連
携

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

中
国
経
済
産
業
局
と

�独
産
業
技
術
総
合
研

究
所
中
国
セ
ン
タ
ー

・
バ
イ
オ
マ
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
、
�社
中
国

地
域
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
、
�財
ち
ゅ

う
ご
く
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー
は
３
月
１０
日
、

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島
で「
地
域
発
！

バ
イ
オ
マ
ス
・
ク
ラ
ス
タ
ー
連
携
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
開
く
。

京
都
大
学
大
学
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
研

究
科
の
坂
志
朗
教
授
が
「
バ
イ
オ
マ
ス
の

利
活
用
の
あ
り
方
」、三
菱
商
事
�株
の
澤
一

誠
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
ユ
ニ
ッ
ト
バ
イ
オ

燃
料
担
当
シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
「
バ

イ
オ
燃
料
産
業
革
命
」
を
講
演
す
る
。
産

総
研
の
坂
西
欣
也
バ
イ
オ
マ
ス
研
究
セ
ン

タ
ー
長
の
司
会
で
、
広
島
大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
の
松
村
幸
彦
教
授
や
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
の
銘
建
工
業
�株
の
中
島
浩
一
郎
社

長
ら
が
「
連
携
・
協
同
に
よ
る
バ
イ
オ
マ

ス
利
活
動
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
」
を
討
論
す

る
。
参
加
無
料
、
定
員
三
〇
〇
人
。
�電
二

二
一
―
二
九
二
九
。

広
島
国
際
学
院
大

ア
ニ
メ
で
イ
ベ
ン
ト

広
島
国
際
学
院
大

学（
今
村
詮
学
長
）

は
３
月
１６
日
、
中

区
の
立
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
地
域
で
ア
ニ

メ
文
化
を
ど
の
よ
う
に
生
み
出
し
て
い
く

か
を
検
証
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
み
ん
な
で
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス

広
島
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を

つ
く
り
た
い
」
を
開
く
。

東
映
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
清
水
慎
治
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
代
々
木
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
学
院
広
島
校
の
山
田
智
浩
校
長
、
広
島

経
済
同
友
会
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ビ
エ
ン
ナ

ー
レ
基
金
の
百
々
隆
雄
事
務
局
長
、
同
大

の
谷
口
重
徳
准
教
授
が
出
席
。
基
金
主
催

の
、ア
ニ
メ
や
映
画
な
ど
の
原
作
と
な
る
、

広
島
や
瀬
戸
内
海
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
を
踏

ま
え
、
地
域
発
信
力
を
探
る
。

ワ
イ
エ
ム
証
券
広
島
支
店
が

開
設
記
念
投
資
セ
ミ
ナ
ー

ワ
イ
エ
ム
証

券
広
島
支
店

（
久
保
秀
一

支
店
長
）
は
３
月
９
日
午
後
２
時
か
ら
県

民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
広
島
支
店
開
設
記

念
投
資
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
。

国
際
問
題
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
、
�株
東
海

東
京
調
査
セ
ン
タ
ー
理
事
長
の
岡
本
行
夫

氏
が「
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
が
つ
く
る
世
界
経
済
」、

同
セ
ン
タ
ー
の
中
井
裕
幸
常
務
が

「
２
０
０
８
年
春
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
こ
う

読
む
！
〜
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
の
行
方
と

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
〜
」
を
講
演
す

る
。
入
場
無
料
、
事
前
予
約
制
で
定
員
五

〇
〇
人
。
�電
五
四
六
―
一
二
五
〇
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に

つ
い
て
は
最
近
大

変
話
題
に
な
っ
て

お
り
、
皆
さ
ん
よ

く
知
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

一
般
的
に
は
、
動
脈
硬
化
性
疾
患
の
危
険

性
を
高
め
る
複
合
型
リ
ス
ク
症
候
群
を
示

し
て
お
り
、
寿
命
を
短
く
す
る
因
子
と
考

え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
同
様
に
健
康
寿
命

（
自
立
し
て
健
康
に
暮
ら
せ
る
期
間
）
を

短
く
す
る
因
子
と
し
て
、
運
動
器
の
障
害

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
平
均
寿
命
が
ど
ん
ど

ん
長
く
な
っ
て
い
っ
て
も
、
健
康
で
動
け

る
寿
命
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。
要
介
護

の
原
因
と
し
て
は
、
脳
卒
中
、
老
衰
に
つ

い
で
骨
折
、
転
倒
、
関
節
症
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
超
高
齢
社
会
の
な

か
で
、
運
動
器
の
健
康
の
重
要
性
が
ま
す

ま
す
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
意

味
し
て
お
り
ま
す
。
運
動
器
と
は
、
骨
格
、

関
節
、
靭
帯
、
筋
肉
や
脊
髄
・
神
経
な
ど

で
、
身
体
の
運
動
を
行
い
、
身
体
の
感
覚

を
脳
に
伝
え
る
働
き
を
持
つ
、
人
間
が
機

能
的
に
生
活
し
て
い
く
上
で
、
大
変
重
要

な
器
官
で
あ
り
ま
す
。

日
本
整
形
外
科
学
会
で
は
、
以
前
か
ら

「
運
動
器
の
疾
患
と
健
康
」
の
重
要
性
を

主
張
し
て
お
り
、
１
９
９
４
年
か
ら
こ
の

重
要
性
を
一
般
の
人
々
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
、
１０
月
８
日
を
「
骨
と
関
節
の
日
」

と
定
め
、
全
国
各
地
で
記
念
行
事
を
行
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

運
動
器
の
障
害
は
、
そ
の
頻
度
が
き
わ

め
て
高
く
、
生
活
の
質
を
低
下
さ
せ
、
さ

ら
に
は
生
命
予
後
に
も
大
き
く
影
響
し
、

社
会
に
与
え
る
負
担
は
多
大
な
も
の
で
す
。

そ
の
観
点
か
ら
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
同
様
に
、
検
診
、
早
期
発
見
、

予
防
が
必
要
と
な
り
、
日
本
整
形
外
科
学

会
に
お
い
て
は
、
運
動
器
の
障
害
に
よ
り

要
介
護
と
な
る
危
険
性
の
高
い
状
態
を
、

「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
名

付
け
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
運
動
器
の
健
康

を
自
己
点
検
で
き
る
簡
単
な
テ
ス
ト
法
や

予
防
法
を
開
発
し
て
い
く
こ
と
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
み
な
ら
ず
そ
れ
以
前
の
時
期

か
ら
、
運
動
器
疾
患
の
予
防
に
関
す
る
知

識
を
持
ち
、
こ
れ
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

っ
て
、「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

の
状
態
に
な
る
こ
と
を
少
し
で
も
避
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
い

つ
ま
で
も
健
康
で
質
の

高
い
、
自
立
し
た
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
も
の
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

広
島
市
医
師
会
理
事

福
原
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

整
形
外
科
・
内
科
医
院
院
長

福
原

千
史

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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